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50th Anniversary of Kasugai Minsho 

 

毎月 15 ⽇までの会費納⼊にご協⼒をお願いします。 会計 ⼭崎孝⻲ 

春
日

井
民

商
は

、
今

年
創

立

50周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
約
３
６
０
名
の

中
小
業
者
が
加
入
し
、
中
小
業
者
の
営
業

と
暮

ら
し

を
守

る
た

め
に

日
々

奮
闘

し

て
い
ま
す
。
 

50周
年

を
記

念
し

、
春

日
井

民
商

で

は
８
月

21日
(
日
)

13時

30分
か
ら
、
グ

リ
ー

ン
パ

レ
ス

春
日

井
で

祝
賀

会
を

開

催
し
ま
す
。
 

参
加
費
は
無
料
で
す
。
会
員
と
そ
の
家

族
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
日
は
、
春
日
井
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
も
用

意
し
て
い
ま
す
(

13時
発
を
予
定
)
。
 

元
役
員
・
元
事
務
局
な
ど
、
懐
か
し
い

面
々
も
出
席
予
定
で
す
。
美
味
し
い
料
理

を
食
べ
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て

み
て

は
い

か
が

で
す

か
？

 
８

月

21日
は
、
今
か
ら
予
定
を
空
け
て
、

50周

年
記

念
祝

賀
会

に
ぜ

ひ
と

も
ご

参
加

く

だ
さ
い
。
 

 
 

残りわずかになりました！ 

 

  

1.8ｋｇ 2,200 円 

 

８月２１日(日)は創⽴５０周年記念祝賀会です！ 

倉敷民商弾圧事件  禰屋裁判第 20 回公判で弁護側請求証拠をすべて却下 

 
 

 

 

 

 

日時：2016 年８月 21 日(日) 13 時 30 分～ 

場所：グリーンパレス春日井「平安の間」３Ｆ 

    (春日井市東野町字落合池 1 番地 2 TEL0568-84-0381) 

※当日は送迎バスがあります。JR 春日井駅前(愛知銀⾏春⽇
井支店前)を 13 時に出発します。 

毎年大好評！ 小豆島の 

 

設立総会 (1966 年) 

６
月

30日
(
木

)
、

岡
山

地
裁

で
禰

屋
裁

判

の
第

20回
公

判
が

開
か

れ
ま

し
た

。
原

事
務

局
員
が
裁
判
を
傍
聴
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
 

自
主
記
帳
・
自
主
計
算
・
自
主
申
告
を
堂
々
と

主
張
し
た
禰
屋
さ
ん
 

 
検
察
側
は
、
倉
敷
民
商
が
行
っ
て
い
る
「
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
ま
る
で
禰
屋
さ

ん
が

Ｉ
建

設
の

脱
税

を
知

り
な

が
ら

サ
ポ

ー

ト
し

て
い

る
か

の
よ

う
な

質
問

を
繰

り
返

し

ま
し
た
が
、
禰
屋
さ
ん
は
「
倉
敷
民
商
の
基
本

方
針
は
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
・
自
主
申
告
。

脱
税
の
認
識
は
な
く
、
Ｉ
建
設
が
自
主
的
に
申

告
し

た
も

の
を

信
用

し
て

申
告

書
を

作
成

し

た
」
と
堂
々
と
こ
れ
を
否
定
し
ま
し
た
。
 

証
拠
採
否
で
あ
ま
り
に
も
不
公
平
な
決
定
 

 
検

察
と

弁
護

側
双

方
か

ら
行

わ
れ

て
い

た

新
た
な
証
拠
調
請
求
の
採
否
の
決
定
で
、
裁
判

長
は

検
察

側
請

求
証

拠
を

す
べ

て
採

用
す

る

一
方
、
弁
護
側
請
求
証
拠
は
す
べ
て
却
下
し
ま

し
た

。
弁

護
団

は
こ

れ
に

厳
し

く
異

議
を

述

べ
、
裁
判
官
全
員
を
忌
避
。
傍
聴
者
か
ら
怒
号

が
飛
び
交
う
中
で
閉
廷
し
ま
し
た
。
 

 
公
判
後
の
報
告
集
会
で
は
、
あ
ま
り
に
も
不

公
平
な
決
定
に
、
参
加
者
か
ら
次
々
と
怒
り
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
 

 
   

 

 

報告集会で、「裁判官は今日

みたいに支援者から怒りの

声が上がるのを一番嫌がる。

どうか声を上げていただき

たい」と話す則武弁護士 

あまりに不公平な裁判 禰屋裁判への支援を強め公平な裁判を実現させよう！  


